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SDGsへの取組み

　当所のミッションは「新たな技術・知見が生み出す価値を社会に提供することにより、エネルギーシス
テムの変革を先導する」ことであり、2050年に日本のありたい姿として｢サステナブルなエネルギーで
支える安全で豊かな社会｣を掲げ、研究を推進しています。これは目標7「エネルギーをみんなにそして
クリーンに」をはじめとするSDGs（持続可能な開発目標）が指し示す方向と一致するものです。
　高度かつ多様な専門性を結集し、電気事業の課題解決に資する研究成果を確実に創出するととも
に、その成果の社会実装や科学的客観性に基づいた情報発信、さらには「環境に配慮した研究所運営」
の継続により、SDGsの達成に貢献していきます。

当所の研究が貢献するSDGs

環境活動

　当所では2001年より環境行動指針を制定し、豊かで持続可能な社会の創造を目指し、地域社会は
もとより地球規模の環境保全に資する研究開発を推進して成果を社会に役立てるとともに、「環境に
配慮した研究所運営」を経営の重要課題の一つに位置付け、継続的な改善活動を実施しています。

　環境行動指針：https://criepi.denken.or.jp/intro/envact-guidelines.html

　2025年度の当所の環境活動に関するパフォーマンスデータは次の通りとなっています。

　研究所全体のエネルギー使用量は、原油換算8,947kl（前年度比1%減）、CO2排出量は16,458t（前年度比6%減）
でした。廃棄物の総排出量は400t（前年度比16%減）、リサイクル率は86%（前年度比24ポイント増）となりました。
リサイクル率の大幅な上昇は主に産業廃棄物の中間処理先での再資源化、熱利用の割合の改善によります。引き続
き、環境パフォーマンスの改善に努めてまいります。

揮発油 472 GJ
灯油 1 GJ
軽油 224 GJ
A重油 77 GJ

  
LPG 453 GJ
都市ガス 1,239 GJ

一般炭 276 GJ

蒸気 466 GJ
冷水 1,504 GJ

買電 341,754 GJ
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気候変動及びその影響を軽減する
ための緊急対策を講じる

持続可能な開発のために海洋・海洋
資源を保全し、持続可能な形で利用
する

陸域生態系の保護、回復、持続可能な
利用の推進、持続可能な森林の経営、
砂漠化への対処、ならびに土地の劣化
の阻止・回復及び生物多様性の損失
を阻止する

持続可能な開発のための実施手段を
強化し、グローバル・パートナーシップ
を活性化する

持続可能な生産消費形態を確保する

すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

包摂的かつ持続可能な経済成長及び
すべての人々の完全かつ生産的な
雇用と働きがいのある人間らしい雇
用(ディーセント・ワーク)を促進する

強靱（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促
進及びイノベーションの推進を図る

包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）
で持続可能な都市及び人間居住を
実現する

あらゆる年齢のすべての人々の健康
的な生活を確保し、福祉を促進する

二次元コード
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テムの変革を先導する」ことであり、2050年に日本のありたい姿として｢サステナブルなエネルギー
で支える安全で豊かな社会｣を掲げ、研究を推進しています。これは目標7「エネルギーをみんなに
そしてクリーンに」をはじめとするSDGs（持続可能な開発目標）が指し示す方向と一致するものです。
　高度かつ多様な専門性を結集し、電気事業の課題解決に資する研究成果を確実に創出するとともに、
その成果の社会実装や科学的客観性に基づいた情報発信、さらには「環境に配慮した研究所運営」の
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